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人間学類心理学主専攻の教育課程の変遷
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　昨年度，人間学類は創設20周年を迎えた．筑波大

学開学に遅れることユ年半，ユ975年4月に第1期生

が入学し，現在まで！8期の卒業生を社会に送り出し

た1その数2160名のうち，’心理学を主専攻とした者

は1ユ94名（55％）に達する．そして，その割合は現在

も増えこそすれ減少する気配はない．このこと自体

は，心理学主専攻として喜ばしいことである．しか

し，この心理学主専攻生の増加はいくつかの問題を

引き起こしてもいる．

　第1にあげられるのは主専攻間の学生数の不均衡

問題である（Tab1e1）．この問題は，人問学類開設

当初から程度の違いこそあれ，すでに存在していた．

心理学主専攻生が多いにも関わらず，教員数は他主

専攻に比べて少ないままである．第2の問題は，昨

今の心理学主専攻生の増加が，主にカウンセリング

を学びたいと思っている学生の増加によっていると

いうことである．つまり，心理学主専攻内部でも希

望領域に関する不均衡が生じている（Tab1e2）．実

際，人間学類開設当初から，いわゆる実験系に比べ

て臨床系は人気があった．

　主専攻間の不均衡間題は，心理学主専攻を希望す

る学生数の増加に応じて心理学主専攻の教員数を増

やすことができれば解決できるかもしれない．また，

心理学主専攻内の学生数の不均衡問題も臨床系の教
員を増やせば解決されるかもしれない．しかし，新

構想大学といえども教員配置の見直しは容易ではな

いし，それ以上に，大学教育の問題を，単に需要と

供給の問題として片付けてしまうこともできない．

学生が学びたがらない学問分野は最早教育するに値

しない，ということは決してないからである．教育

は単なる需要と供給の問題ではなく，、何を教えるべ

きか，学問がどのようにあるべきか，という理念に

基づいて行なわれる活動である．しかし，このこと

は学生の意向を全く無視してよいということを意味

しないし，教員は学生の求めているものにも応えな

ければならない．そういう意味で大学教育は常に緊

張状態にあるといわなければならない．つまり，需

要と供給の問題と教育の理念の問題は常に微妙な力

関係にあるのである．理念なくして教育はありえな

いが，需要と供給の関係を考慮することも現代の大

学教育においては必要である．

　このような大学教育の問題を集約的に示すのが；

おそらく教育課程のあり方である．個々の教員が学

生を引きつける魅力ある授業を行なうことは望まし

いことであるが，全ての教員にそれを望むのは難し

い．一流の業績をあげた学識豊かな教員の授業が魅

力的であぢという保証はどこにもない．実際，教育

という仕事と研究という仕事はおそらくかなりの部

分重ならないと思われる．日本の大学はまだ教育者

と研究者の区別が明確ではないから，こういうこと

は往々にしてあり得る．しかし，教育課程は，その

時代の需要と供給を見据えた上で大学教育の理念を

具体化したものであり，その検討は大学教育におい

て極めて重要である．

　現在，来年度，すなわち1997年度からの実施に向

けて，人間学類の教育課程の改定作業が進んでいる．

この小論を執筆している時点で，心理学主専攻の教

育課程はほぼ決定している．3主専攻共通の部分に

ついては，今回の改定は，人間学類開設以来，最大

のものになるであろう．

　他の多くの大学は，今，1991年の大学設置基準の

改正から始まる大学改革の「嵐」の中で，組織はも

とより教育課程も大幅な改定を余儀なくされてい

る．しかし，その点，新構想大学として出発した筑

波大学は，その成否はともかく，新しい大学設置基

準のほとんどがすでに実行されていたという点で，

実質的に大きな変化はなかった．例えば，一般教育

と専門教育との関係についても，筑波大学では1年
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Tab1e1

第19号

主専攻別卒業研究人数の推移

卒業年度　　　心理 教　育 心　障　　　　　　　計

1978－80

　81－83

　84－86

　87－89

　90－92

　93－95

ユ79（52．8）

ユ81（52．5）

195（53．6）

196（54．4）

216（58．7）

227（59．1）

120（35．4）

97（28．1）

ユユ3（31．O）

107（29．7）

84（22．8）

66（17．2）

40（ユユ．8）

67（！9．4）

56（15．4）

57（ユ5．8）

68（ユ8．5）

91（23．7）

339

345

364

360

368

384

総計　　　　　　1ユ94（55．3） 587（27．2） 379（17．5）　　　　2ユ60

注1　数字は「卒業研究要旨」の指導教官名から割り出したものである一
注2　（）内はパーセンテージを示す．

Tab1e2 領域別卒業研究人数の推移

卒業年度・ 実験　教育　発達　社会　　臨床　不明 計

1978－80

　8ユー83

　84－86

　87－89

　90－92

　93－95

33（18．4）

ユ7（9．4）

31（15．9）

35（17．9）

34（ユ5．7）

35（15．4）

33（18．4）

20（1ユ．O）

26（13．3）

26（ユ3．3）

35（16．2）

42（ユ8．5）

5ユ（28．5）

50（27．6）

35（ユ7．9）

39（ユ9．9）

54（25．O）

6ユ（26，9）

29（16．2）

4ユ（22．7）

41（21．0）

35（ユ7．9）

40（18．5）

40（17．6）

32（17．9）

52（28．7）

61（3！．3）

60（30．6）

52（2411）

49（2ユ．6）

ユ（O．6）

1（0．6）

ユ（O．5）

1（O，5）

1（0．5）

O（O．0）

179

ユ8ユ

ユ95

ユ96

216

227

総計　　　ユ85（15．5）　ユ82（ユ5，2）　290（24．3） 226（ユ8．9）306（25．6）　5（014）　　ユユ94

注1　数字は「卒業研究要旨」の指導教官名から割り出したものである．

注2・（）内はパーセンテージを示す．

次より教養的科目と専門的科目が組み合わされて教

育されており，教養部といった組織は元々存在しな

い．人間学類の教育課程も大綱化前後で実質的にほ

とんど変わっていない．

　しかし，大学改革の動きは，大学院改革も含めて

今後も続いていくであろう．21世紀にかけてのユ8歳

人口の急激な減少は，大学教育における需要と供給

の問題と理念の問題の対立を益々激化させていく．に

違いない．このような時期に当たり，人間学類開設

以来21年問，心理学主専攻の教育課程がどのような

変遷を辿ってきたのかをまとめて記録に残しておく

ことは価値あることのように思われる．そうした記

録作業の上でこそ，今回の教育課程改定の重要性に

ついて歴史的な判断が下せるし，また大学設置基準

改正の影響の小ささが理解できるのである．以下，

人間学類開設以来の履修要覧に基づいて，心理学主

専攻の教育課程の変遷を跡づけてみることにし’た

い．

1．1975年度

Fig．1は人問学類開設以来の心理学主専攻の教育

課程の変遷をまとめたものである．教育課程の改定

が行なわれた年度毎にその主な内容を示した．括弧

内の数字は標準的な履修年次である．また，下線が

施してある授業科目は，その年度の改定で新設され

たものである．

　1975年度は人問学類ユ期生の入学した年度であ

る．従って，1年生しかおらず，2年次以上の科目

は名目だけであり開講されてはいない．Fig．1から

わかるように，当時の授業科目は，基礎科目，専攻

科目，関連科目A，関連科目B，共通科目の5つに

区分されていた．この区分は大学設置基準の大綱化

を受けた1992年度の改定まで続く．基礎科目は現行

の専門基礎科目に，専攻科目は現行の専門科目にほ

ぼ対応する．関連科目Aはその一部が専門基礎科

目に含まれ，関連科目Aの残りと同Bは基礎科目

の関連科目の自由科目に対応する．共通科目は現行

の基礎科目の共通科目および基礎科目の関連科目の

必修科目に対応する．

　基礎科目には「人問の心理」，「人問の教育」，「人

問の生理」という心理学主専攻，教育学主専攻，心

身障害学主専攻に対応する科目（必修）が用意されて
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1975年度

人間の心理（1）

人間の教育（1）

人闇の生理（1）

人間科学基礎実験（2）

心理統計演習（3）

実験心理（1）

発達心理（1）

比較心理学（2）

社会心理学（2）

教育心理学（2）

臨床心理学（2）

心理学史（2）

他の心理学専攻科目（3，4）

卒業研究（4）

1976年度 1977年度

燃11111ノ［蟻発遵ひ理。、

簑∠簑㌫、
llllll［萎欝ε二：；

心理学史（3）

実験心理学頓域（3

教育心理学領域（3

臨床心理学領域（3

卒業研究（4）

1978年度

人問学A（1）

人間学B（1）

1980年度

人問学A（1）

人問学B（1）

人間学基礎実験・実習（2）

幼児・児童心理学（1）

or青隼心理学（1〕

心理統計演習（2）
実験心理学（2，3）

比較心理学（2，3）

杜会心理学（2）

教育心理学o正
学習心理学（2）

鰭床心理学（2）

教育心理学領域（3，4）

臨床心理学領域（3，4）

演習（3，4）

人間学実習I，I1（2，3）

卒業研究（4〕

近代教育史（1）

教育方法（1）

身体障害の心理（1）

身体障害の生理（1）

第1，第2学群
の専攻科目（2・4）

1熱31一［1驚島ぎ、

第1，第2学群
の専攻科目（2－4） 主専攻以外のすぺての

学群の専攻科目（2－4）

教育基礎論O正
教育実践論（1）

教育基礎論or
教育実践諭（1）

婁急鰐潮〕コ→［1灘瓢瓢
人問学セミナー（1）

主専攻以外のすぺての
学群の専攻科目（2－4）

人問学セミナー（1）

主専攻以外のすぺての
学群の尊攻科目（2・4）

第1，第2学群
の専攻科目（1・4）．

外国蕾講読（2，3）■一’一一レ

第1，第2学群
の専攻科目（1－4）

専門語学I，n，HI（2）

主専攻以外の

すぺての学群
の専攻科目（工一4） →専門語学I，II，m（2）

主尊攻以外のすぺての

学群・学類の専攻僅礎
禾斗目（1・4）

専門言蕎学I，n，In（2）

主専攻以外のすぺての

学群・学類の専攻塵礎
科目（1－4）

専門語学I，II，m（2）

1981年度

購今ε；コ

心理学概論（1）

人間学基礎実験

1985年度

実習（2）

幼児・児童心理学（1）

or青年心理学（1）
’心理統計演習（2）

実験心理学（2）

比較心理学（2）

社会心理学（2）

撃暮急瓢コ

臨床心理学（2）

鱗灘ε；コ

萎罷警瓢：：二；］

人間学実習I，n（2，3）

卒業研究（4）

教育基礎論0f教育実践論（1）

心身障害学概説or感覚・

運動・精神生理学概説（1）

人問学セミナー（1）

主尊攻以外のすべての
学群の専攻科目（2－4）

［丈鵠驚農蛾チ1）

人間研究セミナー（1）

心理学概論（1）

1992年度（現行〕

専門基礎科目（必修・選択）

［丈鴉鰐驚鰐鮒ら身障害学）（、）

嚢1鱗」

［：畿灘（、）

心理学研究法（3）

〔講義1：鷺床隻理学実翼（：幻

人間研究実習（2）

［葦萎緩腎⑭）］

教育基礎論or教育実践論（1）

鰯暮欝鶉説（1）コ

主専攻以外のすべての
学群・学類の尊攻／基礎
科目（1－4）

専門語学I，n，IH（2）

すぺての学群・学類
の専攻科目（2－4）

但し主専攻分野は12
単位まで

人間学類以外のすぺての

学群・学類の専攻煤礎
科目（1－4）

専門語学1，II，m（2）

人間の発達と形成（1〕

人問研究の歴史（1）

専門英書講読I（1）

教育実践論（1〕

心理学概論（1）

心身障害学概説（1）

人間研究の方法（心理学）（2）

人聞研究実習（2）

専門英書講読iI（2）

人問研究の方法（教育学）o正（心身障害学〕（2〕

　実験心理学概論（2）

［　教育心理学概論（2）

　発達心理学概論（Z）

　社会心理学概論（2）

　臨床心理学概論（2）

　心理統計（2）

　心理統計実習（2）

　心理学研究法（3）

［瓢寿帥4）

率業研究（4）

Fig．ユ 心理学主専攻教育課程の変遷． 下線は新設された授業科目を表わす．
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いる．さらに，2年次になると「人問科学基礎実験」

を，3年次になると「心理統計演習」を履修しなけ

ればならない．

　専攻科目としては，1年次で「実験心理」と「発

達心理」を履修する必要がある．この方式は第4期

生の入学まで続く．そして，2年次になると，「比
較心理学」，「社会心理学」，「教育心理学」，「臨床心

理学」，「心理学史」を必修科目として学ぶことにな

る．これらは今でも開講されており，比較心理学と

心理学史以外は概論として必修である．また，現行

の心理学主専攻の5領域がすでに現われていること

がわかる．因みに，心理学史が必修になっている点

が当時の考え方を示していて興味深い．これらの科

目以外にも3－4年次で他の心理学専攻科目を履修

する必要があるが，それらは選択科目である．具体

的には以下のような授業科目名が挙げられている：

生理心理学，性格心理学，学習心理学，社会調査法，

精神分析学，多変量解析，行動遺伝学，産業心理学，

実験心理学演習，思考心理学演習，発達心理学演習

など．これらは当時の心理学系の教員の専門分野を

反映していることはいうまでもない．そして，4年

次に卒業研究を行なう1

　現行の教育課程の枠組みに対応させつつ，専門科

目の単位数を調べてみると，必修科目が30．O（心理

統計演習1．5単位と外国書講読1，5単位を含む），選

択科目が25．5，計55．5単位となる．この数字は，演

習の単位数が半分，実習の単位数が2／3であった

ことを考慮すると，現行より幾分多い．選択科目内

での講義と演習の区別はなかった．しかし，まだ2

年次以降はあくまでも予定にすぎない．

　関連科目Aは，主専攻の幅を広、げるという意味

で設けられた科目であり，心理学主専攻の場合は，

教育学主専攻，心身障害学主専攻の専攻科目，すな

わち「近代教育史」，「教育方法」，「身体障害の心理」，

「身体障害の生理」を1年次に履修する．この履修

方法は，各主専攻で1科目のみ選択になるという変

更はあったが，大綱化まで継続される．また，関連

科目の特徴として，卒業までに他の学類・学群の専

攻科目を自由に履修することができるし，また履修

しなければならない．これが筑波大学の教育課程の

特徴であり，学際的であることの中味であった．関

連科目Bでは特定の履修科目は指定されないが，

関連Aとの違いが問題になり，1978年度以降，関

連Bでは他の学類・学群の基礎科目の履修も認め

ることになり，関連Aには人問学類の他の主専攻

の専攻科目を含めることになった．

　共通科目には，総合科目，体育，情報処理，国語，

外国語が含まれる．しかし，それらは全学に共通な

第19号

ので本論では省略した．2－3年次で履修する「外

国書講読」は，全学の外国語の授業科目の中に組み

込まれていた．翌年から「専門語学」と名称を変更

されて2年次必修となり，1992年度以降，大綱化に

よって専門基礎科目に区分が変わることになる．

　以上が心理学主専攻の最初の教育課程のあり方で

ある．ほぼ現行に近いものが構想されていたことが

わかる．しかし，これから7年問，ほぼ毎年，人間

学類の教育課程は改定されていく．その改定の様子

を以下で順を追って見ていくことにする．

2．1976年度

　1976年度，人間学類は第2期生を迎えた．ここで，

いくつかの改定が行なわれた、最も大きな改定は，

専攻科目について，必修科目が1年次の「実験心理」

と「発達心理」，3年次の「心理学史」および4年

次の「卒業研究」のみになり，他の科目が選択になっ

たことである．但し，開設科目数が少なく，実際に

は選択の余地は小さかった．そして，「生理心理学」，

「比較心理学」，「社会心理学」，「教育心理学」，「臨

床心理学」以外の専攻科目は別表にまとめられ，そ

れぞれは「実験心理学領域」，「教育心理学領域」，

「臨床心理学領域」と呼ばれた（Tab1e3）．現行の

開設授業科目と比較すると，実験心理学領域が現在

の実験心理学と社会心理学の2領域を含んでいたと

いうことを割り引いても，当時の実験心理学領域の

開設科目が多かったことがわかる．臨床心理学領域

も明らかに開設科目が多様である．それに対して教

育心理学領域は現行とほとんど差がない．

　現行の教育課程に対応させて，専門科目の単位数

を調べてみると，必修科目が18．O（心理統計演習1．5

単位と専門語学1．5単位を含む），選択科目が34．5と

なる．必修科目は現行のおよそ半分，選択科目は

1．5倍であり，演習・実習の1コマ当たりの単位数

が少なかったことを考慮しても非常に白由度が高

かったI選択科目の中で演習は現行より1コマ多い

3コマ4．5単位を履修する必要があり，当時の教員

が演習を重視していたことがわかる．専門科目全体

の単位数は，1975年度の55．5から52．5に幾分減少し

ている．まだ3年次以降は予定である．因みに卒業

に必要な単位数は145．5から137．5に大幅に減少し
た．

3．1977－1978年度

　1977年度および1978年度に行なわれた改定は，人

間学類全体の教育課程の改定としては最も重要で，

それ以降の学類の教育を決定していくことになる．

まず1977年度には，基礎科目の「人間の心理」，「人
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Tab1e3 1976年度履修要覧別表
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注　数字は単位数を示す．

間の教育」，「人間の生理」の3科目が「人間学A」，

「人問学B」に再編された．また，フレッシュマン

セミナーの後を受けて，関連科目Aのひとつとし

て，1年次の2，3学期に「人間学セミナー」が新

設された．さらに1978年度には，専攻科目の中に，、

2年次対象の「人間学実習I」および3年次対象の

「人問学実習1」が新設された．これらの新設授業

科目の内容および開設に至るまでの経緯について

は，人問学類20周年を記念して作成された「人問学

類20年誌」に当時の教育課程専門委員長であった門

脇現人問学類長が詳しく説明している．いずれにし

ても，学類共通の授業科目については，この年，人

間学というものをかなり念頭に置いた改定作業が行

なわれたといえる．実際，当時の学生には人問学主

専攻を設けるべきだという意見は根強くあったし，

それを教員側も真撃に受け止め，教育課程の編成に

取り組んだ．当時の藤田学類長が，第4の「人類社

会学主専攻」に関する概算要求を出していたという

事実も特筆に値する．

　心理学主専攻内の改定では，基本白匂には，専攻科

目の別表が書き直され，「実験心理」，「発達心理」

および「卒業研究」以外は科目指定がなくなり，別

表の実験心理学領域，教育心理学領域，臨床心理学

領域のそれぞれから3．0単位以上を選択履修するこ

とになった．これらは現行の専門科目の選択科目に

相当する．但し，選択履修単位の合計は，1977年度

が34．5単位以上で前年度と変わらなかったのに対し

て，1978年度には29．5単位以上に減少した．卒業に

必要な最低修得単位数も，この2年で，1976年度の

137．5から126．5に減った．

　現行の教育課程に対応させると，専門科目の必修

科目が15．O（心理統計演習1．5単位と専門語学115単

位を含む），選択科目については，1977年度が34．5．

1978年度が29．5となる．選択科目の中で履修しなけ

ればならない演習のコマ数は3コマ4．5単位で変わ

らなかった．専門科目全体の履修単位数は，！976年

度の52．5から44．5まで減少した．全体として，選択

の専門科目が多く履修の自由度が高いこと，演習の

重視という教育課程のあり方に変化はない．また，

卒業に必要な単位数の減少とともに，専門科目の履

修単位数も年々低下した．

　関連科目に関しては，1年次対象の「近代教育史」

および「教育方法」が「教育基礎論」および「教育

実践論」に変更になり，どちらか1科目の選択になっ

た．また「身体障害の心理」と「身体障害の生理」

も「身心障害の心理」と「身心障害の教育」に変更
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になり1科目の選択になった．さらに1978年度から

関連Aと関連Bを区別する特徴として，後者では
他学類・学群の基礎科目も含めることになった．

4．1980年度

　1980年度には，心理学主専攻内において比較的大

きな改定が行なわれた．しかし，その前年のユ979

年度に選択科目のための別表がかなり改定されてい

る．この別表改定における最も大きな出来事は「心

理学研究法」の登場である．これは現在でも心理学

主専攻3年次の専門科目の必修科目として続いてい

る．この時期の別表は3つに分かれ，現在の5領域

でいうと，実験・社会，教育・発達，臨床にそれぞ

れ対応していた．従って，別表Iに「感覚・知覚研

究法」，「行動・生理研究法」，「社会心理研究法」が，

別表皿に「教育心理研究法」と「発達心理研究法」

が，別表皿に「臨床心理研究法」が掲載されている．

しかし，、この年度では教育課程上は必修科目ではな

く，あくまでも選択科目のひとつとして位置づけら

れていた．

　また1978年度の別表と比較すると，具体的な名称

が付いた授業科目が大幅に減少し，その代わりに「実

験心理学演習I」とか「教育心理学特講1」といっ

た，何々演習，何々特講にローマ数字を付加して作っ

た名称の授業科目が半数以上を占めるようになっ

た．これらは，その名称からでは授業内容がわから

ない．全体の授業科目数も別表Iの実験・社会およ

び教育・発達領域でほぼ3／4，臨床領域において

は半減している．1978年度末には第ユ期生が卒業し

ており，4年問の実際の教育活動を通して，心理学

主専攻の授業科目の精選が行なわれたものと考えら

れる．因みに，1979年度から，別表I，1，皿の下

に括弧付きで書き加えられていた「実験心理学領

域」，「教育心理学領域」，「臨床心理学領域」の名称

が消えた．

　さて，改めて1980年度の改定内容を見ることにす

る．学類共通の大枠に関する変更は，「人間科学基

礎実験」の名称が「人間学基礎実験・実習」に変わっ

た以外にないが，主専攻内ではかなり大幅な改定が

行なわれた．まず，「実験心理」と「発達心理」一が

統合された形で基礎科目に「心理学概論」が開設さ

れた．これは今でも専門基礎科目の必修科目として

続いている．「発達心理」の代わりに，1年次で専

攻科目として「幼児・児童心理学」か「青年心理学」

を履修し，「実験心理」は2－3年次に専門科目の「実

験心理学」として履修するように変更された．また，

3年次履修の基礎科目に置かれていた「心理統計演

習」が2年次履修の専攻科目になった．必修科目で

ある点は変わらない．さらに，専攻科目の必修科目

の指定がより細かくなった．2あるいは3年次で以

下の授業科目が必修として指定された．すなわち，

「実験心理学」，「比較心理学」，「社会心理学」，「教

育心理学」か「学習心理学」のいずれか，「臨床心

理学」の5科目である．このあり方は，比較心理学

を除くと，現行の5領域の概論に相当し，その下地

がこの1980年度の改定で作られたことがわかる．さ

らに，「心理学研究法」という授業科目が新設され，

領域別の研究法を別表から2科目選択する方式にな

り，3年次の専門科目の必修科目として明確に位置

づけられた．当時は，現行の前期・後期で領域別研

究法を選択する方式ではなく，1学期に心理学研究

法という心理学全体の方法論の講義を受け，2，3

学期に領域別研究法を選択する，という方式であっ
た．

　1980年度には選択科目の基準となる別表も大幅に

改定された1別表は5つに分けられ，別表Iは領域

別研究法，別表Iは実験・社会心理領域の講義科目，

別表皿は教育・発達心理領域の講義科目，別表1Vは

臨床心理領域の講義科目，別表Vは全領域の演習科

目となった．前年度同様，別表の中味を表わす副題

はない．講義科目については，教育・発達心理領域

から1コマ3単位，臨床心理領域から1コマ3単位，

合わせて8．5単位以上，演習については2コマ3単

位の履修を求めた．

　現行の教育課程に対応させてみると，専門科目の

必修科目は22．O（専門語学1．5単位，領域別研究法

2．O単位を含む），選択科目はユ7．5となる．選択科目

の申の演習のコマ数は現行と同じ2コマに減少し

た．専門科目全体の履修単位数はさらに減少し，

1979年度の44．5単位から39．5単位になった．

　関連科目については，心理学分野の授業科目を割

り付けることができないことが明示された．また，

関連科目Aの心身障害学分野の2科目は名称が「心

身障害の心理」と「心身障害の教育」に変更された．

すなわち「身心」が「心身」となった．

　翌年の1981年度にも教育課程の改定が行なわれ

た．しかし，心理学分野の授業科目に関する改定は

なかった．唯一変更があったのは関連科目Aの授

業科目名についてであり，心身障害学分野の科目で

ある「心身障害の心理」と「心身障害の教育」が新

たに「心身障害学概説」と「感覚・運動・精神生理

学概説」になった．

5．1985年度

　次の改定は4年後の1985年度に行なわれた．1985

年度はちょうど学類開設10周年に当たる．学籍番号
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に現在のように入学年度の下2桁を使うようになっ

たのはユ981年度に卒業した第4期生からであり，こ

の辺りから人間学類を含めて筑波大学全体が落ち着

いてきたといえるのかもしれない．

　そういう意味では1985年度の改定は象徴的であ

る．1977．1978年度に改定され，それ以降，7－8

年間続いてきた授業科目が一斉に変更されたからで

ある．まず，基礎科目の「人間学A，B」が「人間

の発達と形成」および「人間研究の歴史」になった．

1年次必修である点は同じであるが，授業のやり方

が，3主専攻の教官がユ学期ずつ分担して講義する

方式になった．また，それまで3主専攻の内容を1

学期毎に全て学ぶことが前提だった「人間学基礎実

験・実習」が，「人間研究の方法（教育学）」，「人間

研究の方法（心理学）」，「人間研究の方法（心身障害

学）」の3科目に分割された．そして，心理学主専

攻生は「人問研究の方法（心理学）」だけが必修で，

「同（教育学）」と「同（心身障害学）」の2科目につ

いては1科目の選択になった．関連科目Aの「人

間学セミナー」は「人問研究セミナー」と名称が変

わり基礎科目に移った．専攻科目に含まれていた「人

間学実習I，1」は2年次必修のIのみになり，名
称も「人間研究実習」に変更された．

　以上の変更の意味するところは明確である．つま

り，人間学類は「人問学」を目指すものではなく，

教育学，心理学，心身障害学の3つの学問的観点か

ら「人間研究」を行なうところである，と再定義さ

れたのである1いわばそれは「主専攻第一主義」と

でも呼べる立場である．人間学類が第1期生を迎え

てから11年目，つまりちょうどユO周年にして，いわ

ば「学科」への回帰が始まったのである．このとき

の改定の経緯については，門脇現人間学類長も「20

周年誌」に記している．ある意味で，この年の改定

は，藤田学類長時代の「人問学」路線の否定でもあっ
た．

　このような改定の意味あいは，心理学分野の変更

にも窺い知ることができる．まず，専攻科目の標準

履修年次は2年次以降とされ，「実験心理学」，「比

較心理学」，「教育心理学」，「発達心理学」，「社会心

理学」，「臨床心理学」の6科目が必修となった．こ

れらは，「比較心理学」を除けば，現行の心理学5

領域の「概論」にそのまま対応する．ユ年次で履修

されていた「幼児・児童心理学」や「青年心理学」

は，各論として3年次以降の選択科目になった．心

理学主専攻としての1年次の必修科目は「心理学概

論」のみに限定された．さらに，2年次必修の専攻

科目である「心理統計演習」は「心理統計」（講義）

と「心理統計実習」の2科目として充実が図られ，

「心理学研究法」は領域別研究法を包括して一本化

された．これらの改定の主旨は，明らかに心理学主

専攻教育の充実であり，それは，1977－1978年度か

ら始まった「人間学」というものを念頭に置いた人

問学類全体の教育活動の終焉と表裏一体をなしてい

た．おそらく，この変化は，過去10年間にわたる人

間学類の教育の現実を踏まえた上で決定されたもの

であったといえる．

　関連科目Aについても，実は，心理学主専攻教

育の充実を促進する措置がとられている．それまで，

関連科目Aに，自分の主専攻の専攻科目を含める

ことはできなかった．その理由は，関連科目によっ

て自分の主専攻と関連した他分野の知識を幅広く身

に付けるという理念があったからである．それに対

して，ユ985年度の改定では，各主専攻の専門教育の

充実を図るため，12単位を上限として，自分の主専

攻の専攻科目を関連科目Aに含めることを許した

のである．つまり，学生が他の分野を学習する必要

性を減少させ，自分の主専攻に集中できるようにす

る配慮がなされた．このような発想は，「人間学」

の理念からはかなりかけ離れてきたといわなければ

ならない．しかし，逆に解釈すれば，学類教育が，

そういう方向に振れるだけの変化が10周年の時点で

存在していたということでもある．

　なお，細かい点ではあるが，この年度からは選択

科目のための別表がなくなり，開設授業科目表に掲

載された科目番号を履修要覧において指定すること

によって選択科目を履修させる方式に変わってい

る．この変更は，教育課程の系統的な整備が進んだ

ことを物語る．

　1985年度の改定によって，教育課程の内容は現行

のものに非常に近づいた．しかし，まだ授業科目の

区分は，「基礎科目」，「専攻科目」，「関連科目」，

「共通科目」となっている．現行の区分に対応させ

ると，専門科目の必修科目は32．5（専門語学1．5単位

を含む），選択科目は9．Oとなる．但し，選択科目の

中の演習のコマ数は現行と同じ2コマで，1981年度

から変わっていない．専門科目全体の履修単位数は，

人間学類開設以来初めて増加に転じ，198！年度の

39．5から41．5になった．

6－1992年度（現行）

　1985年度以降，1992年度まで教育課程の改定は行

なわれていない．現行の教育課程は1992年度の改定

によってもたらされたものであり，その改定作業は，

大学設置基準の改定，特にその大綱化を受けて行な

われた全学的な教育課程改定の中に位置づけられ

る．
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　まず授業科目の区分の仕方が変更された．全体が

「専門科目」，「専門基礎科目」，「基礎科目」の3つ

に大きく分かれ，「専門科目」および「専門基礎科目」

は「必修科目」，「選択科目」，「自由科目」の3種類

にさらに分かれる．「専門科目」は従来の「専攻科目」

に，「専門基礎科目」は従来の「基礎科目」にほぼ

対応するが，必ずしも一対一の対応関係にあるわけ

ではない．一方，「基礎科目」の下位区分は複雑で，

「共通科目」と「関連科目」にまず分かれ，前者は

「総合科目」，「体育」，「第一外国語」，「情報処理」

を含み，後者は「専門科目」などと同様に「必修科

目」，「選択科目」，「自由科目」の3種類にさらに分

かれる．人問学類では「関連科目」の「必修科目」

の中に「国語」と「第2外国語」が入っている．

「基礎科目」の「自由科目」は「関連科目A」の他」

の主専攻の専攻科目および「関連科目B」の他の学

類。学群の授業科目に対応する．

　他大学に比べると，筑波大学それ白体が，従来の

大学とはかなり異なる方式をとっていたため，大綱

化によって生じた変更点は少なかったといえる．し

かし，一般教育と専門教育g壁が撤廃されたことに

よって，例えば，語学や体育の履修の仕方にかなり

の白由度が生じた．例えば，人問学類では，体育は，

従来の1－4年次の4．O単位必修から1，2年次の

210単位必修に変更された．大綱化によって，全学

共通の基礎科目の変更を学類・学群毎に行なうこと

が可能になった．全学的な共通科目の中にそれまで

ずっと置かれてきた「専門語学」が，「専門英書講読」

と名称が変わり，専門基礎科目のひとつになったこ

とも，そうした事例のひとつである．この措置によっ

て，「専門英書講読」は人間学類の教員だけでその

授業内容を決定できる授業科目になり，場合によっ

ては廃止することも可能になった．このあり方は，

原則的に他の語学や体育，あるいは一晴報処理や国語

についても当てはまり，人間学類の教育上，それら

が必要でなければ教育課程に加える必要はない．実

際，他学類，例えば日本語・日本文化学類では国語

がないし，情報学類では情報処理が消えている．

　心理学主専攻の教育課程を考えていく上でより重

要なのは，専門科目と専門基礎科目のあり方である．

この1992年度の改定によって，専門基礎科目は「人

問学類生が主専攻に進む準備として共通に履修する

授業科目」として明確に位置づけられることになっ

た．それまでは，人間学類生が共通に履修する授業

科目は基礎科目と関連科目Aに分かれており，そ

の一方で基礎科目に心理学主専攻だけの必修科目，

例えば「心理統計演習」などが含まれていた．1980

年度の改定で「同演習」は専攻科目になったが，学

類共通の必修科目が基礎科目と関連科目Aに分か

れている状況は，前回の1985年度の改定によっても

残されたままであった．それが，1992年度の改定に

よって専門基礎科目にまとめ直された．

　専門基礎科目に関しては，「人間研究セミナー」

が「専門英書講読I」として名称，内容ともに変更

になり基礎科目から移ってきた．この変更は人間研

究セミナーの内容が暖昧になり，担当者である1年

生のクラス担任が何をやるべきか困惑し始めたとい

う事情があったらしい．そこで，学生の英語力の低

下を抑える目的で語学の授業に変わったということ

であるが，ここでもまた学類開設当初に追求された

「人問学」路線が崩壊したことが窺える．

　専門科目は必修科目，選択科目，自由科目の分類

によって履修の仕方がより明確になったものの，改

定による変化は小さかった．必修科目では「比較心

理学」がはずれ，「卒業研究指導」と「卒業研究」

が再び「卒業研究」ひとつにまとめられた．選択科

目では「心理学自由研究」がはずれ，講義あるいは

実習の履修科目数が2科目以上から6科目以上に増

え，専門教育の一層の充実が図られた．このように，

ユ992年度の改定による専門（専攻）科目の変更点は少

なく，現行の心理学主専攻の教育課程は，11年前の

ユ985年度の改定によってほぼできあがっていたとい

うことができる．

　1985年度の改定の目的は，「人間学」路線を捨て

心理学の専門教育を充実させることであった．その

ため，それまでは心理学主専攻の専攻科目を含める

ことができなかった関連科目Aの中に12単位まで

専攻科目を含めることを許した．ところが，1992年

度の改定によって，それまでの関連科目A・Bにほ

ぼ対応する基礎科目の関連科目の自由科目の修得単

位数の下限が撤廃された．これが具体的にどういう

ことを意味するかというと，他の学類ないし学群の

授莱科目を履修しなくとも，さらには人間学類の他

主専攻の専門科目の授業科目を履修しなくとも卒業

できるようになったのである．わかりにくい変更で

はあるが，実はこれは極めて大きな変更である．確

かに，心理学主専攻の学生が他の主専攻や人間学類

以外の学類や学群の授業科目を履修することはでき

るが，それは学生個々人の選択にまかされたのであ

る1ユ992年度の改定以前は，すべての人問学類生が，

人問学類以外の学類・学群の基礎奉るいは専攻科目

を，関連科目Bとして12単位以上修得する必要が

あった．また，関連科目Aでは他の主専攻あ・るい

は他の学類・学群の専攻科目を10単位以上修得する

必要があった．その制約が撤廃されたのである．こ

れは1985年度の改定以上に，主専攻の専門教育に有
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利に働く措置であるといえる．

　ここまで，それぞれの改定における変化を，この

1992年度以降の授業科目区分と対応づけながら記述

してきた．1992年度の改定によって，専門科目の単

位数は41．5から52．O（専門英書講読Hの3．O単位を含

む）に増加した．これは，先述した選択科目の講義・

実習の科目数の増加に演習や実習の1コマ当たりの

単位数の増大が加わったことによって生じた変化で

ある．すなわち，改定によって通年1コマの演習の

単位数が1．5から3．0に，実習の単位数が1．Oから1．5

になった．専門科目の中でも必修科目の単位数は，

ユ985年度の32．5から33．O（専門英書講読1の3．O単位

を含む）に増加したが，実質的な科目数は「比較心

理学」がはずれることで減少している．選択科目に

ついては，9単位から22単位に大幅に増加した．こ

の増加は演習の単位が倍になったことにもよるが，

講義・実習の履修科目数が3倍になったことが大き

い．卒業に必要な最低修得単位数は129．5と3単位

ほど増加した．しかし，演習および実習の1コマ当

たりの単位数が増えていることを考慮すれば，学生

の負担は実質低下したというべきであろう．

　本論を執筆している時点で，1997年度入学生から

適用される新教育課程は完成している．その改定の

主旨は大きく3点に分かれる．第！は学類共通の専

門基礎科目の充実であり，その目的は主専攻の選択

およびガイダンスに役立つ授業を行なうことと各主

専攻で必要とされる基礎知識を十分提供することに

ある．第2は専門科目における選択の自由度の拡充

であり，具体的には必修科目を極力碑らし，選択な

いし自由科目の比率を増やし，さらに他主専攻の専

門科目を白主専攻の専門科目として履修可能にし

た．第3は専門科目履修の充実と資格取得への便宜

であり，授業科目幸精選するとともにシラバスを充

実させ，全体としては卒業単位数を削減した．

　Tab1e4は，これまで述べてきた1975年度から

1997年度までの専門科目のあり方を，単位数を申心
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にまとめたものである．参考までに卒業に必要な最

低修得単位数も示した．先述したように，1985年度

以前の数字は，当時の専攻科目および基礎科目を，

授業科目の変遷を考慮して現行の専門科目に対応づ

け計算したものである．専門科目全体の単位数はほ

ぼ40から50単位の聞で変動しており，それほど変化

はないといえる．それに対して，専門科目の中の必

修科目と選択科目の比については大きな変化が生じ

ている1すなわち，人問学類開設直後の1975年度の
妓育課程を除けば，その後のおよそ5年問は必修／

選択比がO．5前後と選択科目の方が必修科目より多

く，学生にとっては自由度の高い教育課程が続いた．

ところが，1980年度以降その比は1．26になり，学生

の選択の自由度は低下し，人問学類開設10周年の

1985年度以降は必修科目の単位数が選択科目の3倍

以上という時代が続いた．そして，1992年度の改定

で必修／選択比は1．5に低下するが，それは必修科

目数の減少ではなく，選択科目数の増加によるもの

であった．因みに1997年度の改定では，必修科目を

現行の2／3に減らし選択科目を増やすことによっ

て，必修／選択比は人間学類開設初期の値に近い

O．7まで低下することになる．

　また，履修する必要のある演習のコマ数の推移に

ついては，1980年度以降，すなわち第2期生が卒業

した後，3コマから2コマに減少した．最低修得単

位数は，1992年度の改定を除けば減り続けている．

1992年度において最低修得単位数が増えた原因とし

て，演習および実習の1コマ当たりの単位数の増大

を指摘することができる．

7．まとめ
　以上，人間学類開設以来の教育課程の変遷を，心

理学主専攻を中心にして改定毎に概観してきた．そ

の全体像をまとめるならば，学類開設当初の藤田学

類長時代に作り上げられた「人間学」路線から1985

年度以降の「主専攻第一主義」へと，学類の教育課

Tab1e4 専門科目の変遷

1975　　　1976　　　1977　　　ユ978　　　1979　　　1980　　　1981　　　1985　　　1992　　　1997

専門科目（必修十選択）

　必・イ1参禾斗目

　選択科目

必修／選択比

演習の必修コマ数

最低修得単位数

55．5

　30
25．5

1．18

　　3
145．5

52．5

　ユ8
34．5
0152

　　3
137．5

49．5

　15
34．5

0．43

　　3
131．5

4415

　15
29．5

0，51

　　3
ユ26．5

44．5

　15
29．5
0，5！

　　3
ユ26，5

39，5

　22
ユ7．5

ユ．26

　　2
！26．5

39．5

　22
17．5

1．26

　　2
126．5

41，5

32，5

　　9
3，61

　　2
ユ26．5

　55
　33
　22
1，50

　　2
ユ29．5

　51

　21

　30

0．70

　2
124

注1　1985年以前の授業科目については，科目間の対応関係を考慮し現在の科目区分に割り付け直した．

注2　1992年以降，演習の単位数が通年1．5から3に，実習の単位数が通年ユから1．5に変更された．
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程のあり方は変化してきており，それは心理学主専

攻の教育課程についても当てはまる．なぜなら，学

類全体の主専攻重視の姿勢は，各主専攻の教員の専

門教育重視の反映であるからである．実際，学類が

各主専攻の専門教育を充実させる方向をとり始めた

1985年度以降，心理学主専攻の専門科目は必修科目

の単位数が増えている（Tab1e4）．これは，明らか

に，教員が，心理学という専門分野の教育のあり方

に関するひとつの理念に基づき，心理学主専攻生の

学習の仕方について規制を始めたことを意味する．

そこでは，最早「人間学」といった暖味な学問領域

に対する配慮は薄れており，あくまでも「心理学」

という歴史的にも確立された学問領域から人問を研

究することが，人問学類心理学主専攻の教育のあり

方である，という確固たる信念が窺える．

　このような「主専攻第一主義」あるいは専門教育

を重視する姿勢を，人間学類という名称，あるいは

学類開設当初に強く打ち出された人間学の理念に照

らし合わせて批判することもできるが，それは相対

的なものである．1985年度の改定に関する説明にお

いても触れたように，教育課程のあり方の変化は，

学類開設10周年を経て，否定できない現実的な要請

から生じたと見なすべきだからである．おそらく，

教員の誰もが「人間学」なるものが容易には成立し

得ないこと，そして，「人間学」というものを打ち
立てよう’とすれば，現在の人間学類の3つの主専攻

では全く不十分であることを認めざるを得ないであ
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ろう．それ故，最も誠実な教育のあり方を専門教育

に求めるのはもっともなことなのである．

　今後も，この学類全体の統一的教育を重視するい

わば「人間学」路線と各主専攻の専門教育を重視す

る「主専攻第一主義」のせめぎ合いは続いていくも

のと思われる．そして，これらの教育の理念の間題

に加えて，本論の冒頭でも述べたように，教育の需

要と供給，社会の二一ズの問題が大きな比重を占め

ていくであろう．その中で，心理学主専攻の教育課

程も形成されていかざるを得ない．しかし，ひとつ

確実にいえることは，いわゆる「学科主義」に戻る

ことは不可能であろう，ということである．なぜな

ら，曲がりなりにも2000名以上の卒業生が，人問学

類生として共通の教育を受けてきたからである．こ

の事実は非常に重い．人間学類が3主専攻の単なる

寄せ集めになってしまうことは許されないことであ

り，その制約の申で，心理学主専攻の教育課程も考

えていかなければならない．

付記
　本論は，心理学主専攻カリキュラム検討ワーキン
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なお，同ワーキンググループの参加者は以下の7名
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